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一
、
漢
朝
の
徳
運 

  

前
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
戦
国
後
期
に
「
黄
帝
（
土
）
―
→
夏
（
木
）
―
→
商
（
金
）

―
→
周
（
火
）
―
→
水
徳
の
王
者
」
と
い
う
五
徳
終
始
説
が
唱
え
ら
れ
、
『
史
記
』
封
禅

書
に
よ
れ
ば
、
始
皇
帝
が
そ
の
説
に
拠
っ
て
秦
朝
を
水
徳
と
見
な
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で

は
、
前
漢
期
に
於
け
る
、
五
徳
終
始
説
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
、
簡
単
に
考
察
す
る
。 

 

漢
初
の
尚
赤
に
つ
い
て 

 

漢
の
高
祖
劉
邦
は
赤
を
尊
び
、
軍
旗
の
色
等
に
用
い
た
と
い
う
。
以
下
は
、
『
史
記
』

巻
八 

高
祖
本
紀
の
記
述
で
あ
る
。 

 

祠
黄
帝
、
祭
蚩
尤
於
沛
庭
。
而
釁
鼓
、
旗
幟
皆
赤
、
由
所
殺
蛇
。
白
帝

子
、
殺
者
赤
帝
子
、
故
上
赤
。 

高
祖
は
黄
帝
と
蚩
尤
を
沛
の
庭
に
祀
っ
た
。
そ
し
て
太
鼓
に
血
を
塗
り
、
旗
じ
る
し

は
い
ず
れ
も
赤
く
し
た
。
こ
れ
は
高
祖
が
蛇
を
殺
し
た
こ
と
に
基
づ
く
。
蛇
は
白
帝

子
で
あ
り
、
そ
れ
を
殺
す
の
は
赤
帝
の
子
で
あ
る
か
ら
、
赤
を
尊
ん
だ
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
言
う
「
殺
蛇
」
に
つ
い
て
は
、
巻
二
十
八 

封
禅
書
に
詳
し
い
。 

 

高
祖
之
微
時
、
嘗
殺
大
蛇
。
有
物
曰
、
蛇
、
白
帝
子
也
。
而
殺
者
、
赤

帝
子
。 

高
祖
は
身
分
の
低
か
っ
た
頃
、
大
蛇
を
殺
し
た
。
す
る
と
、
「
蛇
は
白
帝
の
子
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
殺
す
の
は
、
赤
帝
の
子
で
あ
る
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。 

 

こ
の
故
事
は
、
秦
朝
（
白
帝
子
）
を
劉
邦
（
赤
帝
子
）
が
滅
ぼ
す
こ
と
の
予
言
と
解
釈
さ

れ
、
従
来
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
劉
邦
の
尚
赤
に
つ
い
て
、
五
徳
終
始
説
に
於
け
る
漢
朝

の
位
置
付
け
と
い
う
角
度
か
ら
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た(

1)

。 

し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
れ
を
五
徳
終
始
の
文
脈
で
解
釈
す
る
こ
と
は
、
果
た
し
て
妥
当

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
本
節
で
は
若
干
の
疑
義
を
呈
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
秦
を
「
白
帝
子
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
が
指
摘
し
て
い
る
通

り
、
方
位
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る(

2)

。
す
な
わ
ち
、
秦
は
列
国
の
中
で
も
西

方
に
位
置
し
、
そ
れ
は
五
行
の
金
、
五
色
の
白
に
当
た
る
。『
史
記
』
巻
二
十
八 

封
禅
書

に
も
、
秦
の
封
地
が
「
西
垂
」
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
襄
公
が
「
少
皥
之
神
」
を
司
る

と
自
認
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

秦
襄
公
攻
戎
救
周
、
始
列
爲
諸
侯
。
秦
襄
公
既
侯
、
居
西
垂
、
自
以
爲

主
少
皡
之
神
、
作
西
畤
祠
白
帝
。
其
牲
用
駵
駒
・
黄
牛
・
羝
羊
各
一
云
。 

秦
の
襄
公
が
犬
戎
を
攻
め
て
周
を
助
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
諸
侯
に
封
ぜ
ら
れ

た
。
襄
公
は
諸
侯
と
な
る
と
、
西
の
辺
境
に
い
る
こ
と
か
ら
、
少
皡
の
神
の
祭
祀
を

司
る
と
自
認
し
、
西
畤
を
造
り
、
白
帝
を
祀
っ
た
。
生
贄
は
、
た
て
が
み
の
黒
い
赤

馬
と
、
黄
色
の
牛
、
牡
の
羊
を
そ
れ
ぞ
れ
一
頭
ず
つ
用
い
た
。 

 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
秦
が
諸
侯
の
中
で
西
方
に
当
た
る
か
ら
白
帝
を
祀
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
王
者
の
徳
運
と
し
て
の
白
徳
を
称
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
、『
左
伝
』
昭
公
九
年
に
は
楚
を
火
に
配
当
す
る
言
葉
が
見
え
る
が(

3)

、
こ
れ

は
決
し
て
楚
が
王
者
と
し
て
火
徳
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
諸
侯
の
中
で
は
火
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

秦
も
同
様
に
、
諸
侯
の
中
で
は
金
に
当
た
る
が
、
五
徳
終
始
説
の
言
う
よ
う
な
金
徳
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を
備
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い(

4)

。 
 

始
皇
帝
が
火
徳
周
王
朝
に
代
わ
る
水
徳
の
王
者
を
自
認
し
た
こ
と
は(

5)

、
五
徳
終
始

と
い
う
モ
デ
ル
に
基
づ
く
歴
史
観
で
あ
る
。
一
方
、
秦
が
西
方
を
根
拠
と
し
た
の
は
、
地

理
的
な
事
情
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
く
異
な
る
話
で
あ
り
、
矛
盾
せ
ず
に
共
存
し
て
い
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
秦
は
、
周
を
継
ぐ
こ
と
か
ら
王
朝
と
し
て
は
水

徳
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
本
拠
地
は
西
方
金
に
位
置
し
、
地
理
的
・
軍
事
的
に

は
白
帝
の
管
轄
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
だ(

6)

。 
 

劉
邦
が
赤
を
重
ん
じ
た
の
は
、
単
に
沛
と
い
う
南
方
の
地
の
人
間
で
あ
っ
た
か
ら
か
も

し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
『
左
伝
』
や
『
日
書
』
に
見
え
る
よ
う
な
「
火
勝
金
」
と
い
う

占
い
に
基
づ
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
占
い
に
於
け
る
「
火
勝
金
」
と
は
、
白
い
者
に

対
し
て
赤
い
者
が
有
利
だ
と
か
、
西
方
に
位
置
す
る
軍
隊
と
戦
う
場
合
は
南
方
か
ら
攻
め

た
方
が
良
い
と
か
、
恐
ら
く
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
よ
う
な

戦
略
を
用
い
た
り
縁
起
を
か
つ
い
だ
り
し
た
者
が
火
徳
の
王
者
で
あ
る
、
と
い
う
論
理
に

は
な
ら
な
い
。 

 

天
下
を
統
一
し
た
後
の
劉
邦
は
、
暦
を
改
め
る
こ
と
も
せ
ず
、
火
徳
の
王
者
を
名
乗
る

こ
と
も
な
か
っ
た(

7)

。
秦
が
西
方
の
地
に
依
拠
し
、
代
々
白
帝
の
祭
祀
を
行
い
な
が
ら
、

始
皇
帝
が
自
ら
を
金
徳
の
王
者
と
考
え
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、
高
祖
も
ま
た
、
南
方
か

ら
挙
兵
し
、
赤
を
尊
ん
で
秦
朝
に
勝
利
し
な
が
ら
、
火
徳
の
王
者
を
称
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。 

 

白
帝
の
子
た
る
秦
に
赤
帝
の
子
た
る
劉
邦
が
勝
利
し
た
こ
と
は
確
か
に
「
火
勝
金
」
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
五
行
の
相
勝
は
『
左
伝
』
や
『
日
書
』
に
も
見
ら
れ
る
理
屈
で

あ
り
、
必
ず
し
も
鄒
衍
五
徳
終
始
説
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
。
か
つ
、
秦
を
金
徳
と

し
、
漢
を
火
徳
と
見
な
す
こ
と
は
、
周
朝
を
火
徳
と
し
、
そ
れ
に
続
く
王
朝
を
水
徳
と
す

る
五
徳
終
始
説
と
は
、
う
ま
く
接
続
し
な
い(

8)

。
劉
邦
が
赤
色
を
重
ん
じ
た
こ
と
と
、

漢
朝
の
徳
運
と
は
、
本
来
は
別
個
の
事
柄
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

文
帝
期
に
お
け
る
議
論 

草
創
期
か
ら
呂
后
の
時
代
に
か
け
て
は
改
制
へ
の
取
り
組
み
が
低
調
で
、
文
帝
期
に
な

っ
て
か
ら
、
五
徳
終
始
に
於
け
る
漢
朝
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
議
論
が
提
起
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。『
史
記
』
巻
八
十
四 

賈
誼
列
伝
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

賈
生
以
爲
、
漢
興
至
孝
文
二
十
餘
年
、
天
下
和
洽
、
而
固
當
改
正
朔
、

易
服
色
、
法
制
度
、
定
官
名
、
興
禮
樂
。
乃
悉
草
具
其
事
儀
法
、
色
尚

黄
、
數
用
五
。
爲
官
名
、
悉
更
秦
之
法
。
孝
文
帝
初
即
位
、
謙
讓
未
遑

也
。 

賈
誼
は
、
漢
朝
が
興
隆
し
て
か
ら
文
帝
即
位
ま
で
二
十
年
余
り
経
っ
て
、
天
下
が
落

ち
着
い
て
来
た
の
で
、
暦
を
改
め
、
服
色
を
変
え
、
制
度
を
改
め
、
官
名
を
定
め
、

礼
楽
を
盛
ん
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
そ
う
い
っ
た
事
柄
や
儀
法
に

つ
い
て
、
大
ま
か
に
網
羅
的
に
整
え
た
。
そ
の
内
容
は
、
色
で
は
黄
色
を
重
ん
じ
、

数
で
は
五
を
用
い
、
官
名
は
い
ず
れ
も
秦
代
の
名
称
と
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
文
帝
は
即
位
し
た
ば
か
り
で
謙
譲
し
、
ま
だ
そ
の
余
裕
が
無
い
と
し
て
退

け
た
。 

 

秦
か
ら
引
き
継
い
だ
官
名
を
悉
く
変
更
す
る
と
い
う
の
は
、
秦
朝
の
次
の
王
朝
と
し
て
制

度
を
改
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
、
黄
色
を
尊
び
、
五
と
い
う
数
を
用
い
る
の
は
、

水
徳
の
秦
（
黒
色
を
尊
び
、
六
を
用
い
た
）
に
代
わ
る
、
土
徳
の
王
者
で
あ
る
と
い
う
認

識
を
意
味
す
る
。 

そ
の
後
、
公
孫
臣
が
、
ま
た
土
徳
へ
の
改
制
を
提
唱
す
る
。『
史
記
』
巻
二
十
八 

封
禅

書
が
、
そ
の
主
張
を
掲
載
し
て
い
る
。 
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魯
人
公
孫
臣
上
書
曰
、
始
秦
得
水
德
、
今
漢
受
之
。
推
終
始
傳
、
則
漢

當
土
德
。
土
德
之
應
、
黄
龍
見
。
宜
改
正
朔
、
易
服
色
、
色
尚
黄
。 

魯
の
人
の
公
孫
臣
が
上
書
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
か
つ
て
秦
は
水
徳
を
得

て
、
今
は
漢
が
そ
れ
を
継
い
で
い
ま
す
。
五
徳
終
始
の
運
行
を
考
え
れ
ば
、
漢
は
土

徳
に
当
た
り
ま
す
。
土
徳
の
応
徴
は
黄
龍
が
現
れ
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

暦
を
改
め
、
服
色
を
変
え
、
黄
色
を
重
ん
じ
る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
」 

 

当
時
の
丞
相
張
蒼
は
漢
の
徳
運
を
水
と
考
え
、
こ
の
上
奏
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
こ

の
後
に
、
果
た
し
て
黄
龍
が
成
紀
に
現
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
公
孫
臣
は
上
奏
が
評
価
さ
れ

て
博
士
に
任
じ
ら
れ
、
暦
・
服
制
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
間
も
な
く
、
新
垣
平

が
数
々
の
符
瑞
を
述
べ
た
て
、
暦
・
服
色
の
改
正
を
主
張
し
た
後
に
、
そ
れ
ら
の
符
瑞
が

捏
造
で
あ
っ
た
こ
と
が
発
覚
す
る
と
い
う
事
件
が
生
じ
た
た
め
に
、
文
帝
の
関
心
は
急
速

に
冷
め
、
改
制
は
頓
挫
す
る(

9)

。 
 

張
蒼
が
漢
を
水
徳
と
考
え
た
の
は
、
高
祖
が
十
月
に
秦
を
平
定
し
て
十
月
を
歳
首
に
定

め
た
こ
と
、
黄
河
が
金
隄
で
決
壊
し
た
こ
と
等
が
根
拠
で
あ
っ
た(
10)

。
十
月
を
歳
首
と

し
た
の
が
高
祖
期
の
こ
と
で
あ
る
一
方
で
、
金
隄
の
決
壊
は
文
帝
期
の
こ
と
で
あ
り(

11)

、

つ
ま
り
水
徳
の
符
瑞
が
開
祖
の
み
な
ら
ず
、
最
近
に
於
い
て
も
現
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
。
一
方
、
公
孫
臣
の
論
拠
は
、
こ
れ
か
ら
黄
龍
が
現
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ

り
、
高
祖
へ
の
符
瑞
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
文
帝
は
、
黄
龍
が
実
際
に
現

れ
た
と
い
う
報
告
に
よ
っ
て
公
孫
臣
の
主
張
を
是
と
し
、
改
制
を
進
め
よ
う
と
し
た
。
し

か
し
、
新
垣
平
が
数
多
く
の
瑞
祥
を
偽
造
し
た
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、

意
欲
を
失
っ
た
。 

 

彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
文
帝
当
時
に
於
け
る
瑞
祥
に
よ
っ
て
議
論
を
行
お
う
と
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
徳
運
を
示
す
瑞
祥
は
必
ず
し
も
開
祖
に
対
し
て
生
じ

る
の
で
は
な
く
、
制
度
を
変
革
す
べ
き
時
期
・
帝
王
に
応
じ
て
現
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
後
漢
期
の
経
学
や
緯
書
説
に
於
け
る
火
徳
堯
後
説
の
よ
う
な
、
遥
か
太
古
の
祖
先
か

ら
特
定
の
徳
を
受
け
継
い
で
い
る
が
故
に
そ
の
徳
を
持
つ
王
者
と
な
る
と
い
う
発
想
は
、

こ
こ
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

武
帝
の
改
制 

 

文
帝
期
に
頓
挫
し
た
改
制
構
想
が
実
現
す
る
の
は
、
武
帝
の
時
で
あ
る
。
『
史
記
』
巻

二
十
八 

封
禅
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

夏
、
漢
改
暦
、
以
正
月
爲
歳
首
、
而
色
上
黄
、
官
名
更
印
章
以
五
字
、

爲
太
初
元
年
。 

夏
、
漢
朝
は
改
暦
を
行
っ
た
。
正
月
を
歳
首
と
し
、
色
は
黄
色
を
尊
び
、
官
名
に
つ

い
て
は
印
章
の
字
数
が
五
字
に
な
る
よ
う
に
改
め
た
。
太
初
元
年
に
改
元
し
た
。 

 

『
漢
書
』
巻
六 

武
帝
紀
に
は
「
數
用
五
」
と
い
う
記
載
も
あ
り
、
つ
ま
り
賈
誼
の
構
想

が
実
現
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
時
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
巻
二
十
一
上 

律
暦
志
上
に
詳
し
い
。 

 

至
武
帝
元
封
七
年
、
漢
興
百
二
歳
矣
。
大
中
大
夫
公
孫
卿
・
壺
遂
・
太

史
令
司
馬
遷
等
言
、
歴
紀
壞
廢
、
宜
改
正
朔
。
是
時
、
御
史
大
夫
兒
寛

明
經
術
。
上
廼
詔
寛
曰
、
與
博
士
共
議
、
今
宜
何
以
爲
正
朔
、
服
色
何

上
。
寛
與
博
士
賜
等
議
、
皆
曰
、
帝
王
必
改
正
朔
、
易
服
色
、
所
以
明

受
命
於
天
也
。
創
業
變
改
、
制
不
相
復
、
推
傳
序
文
、
則
今
夏
時
也
…

…(
中
略)
…
…
臣
愚
以
爲
、
三
統
之
制
、
後
聖
復
前
聖
者
、
二
代
在
前
也
。

今
二
代
之
統
、
絶
而
不
序
矣
。
唯
陛
下
發
聖
德
、
宣
考
天
地
四
時
之
極
、

則
順
陰
陽
、
以
定
大
明
之
制
、
爲
萬
世
制
…
…(

中
略)

…
…
遂
詔
卿
・
遂
・
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遷
、
與
侍
郎
尊
・
大
典
星
射
姓
等
、
議
造
漢
歴
。 

武
帝
の
元
封
七
年
、
漢
が
興
隆
し
て
百
二
年
が
経
っ
た
。
大
中
大
夫
の
公
孫
卿
・
壷

遂
・
太
史
令
の
司
馬
遷
等
が
、
「
暦
の
根
源
が
崩
壊
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
正
朔

を
お
改
め
下
さ
い
ま
せ
」
と
述
べ
た
。
当
時
、
御
史
大
夫
の
兒
寛
が
経
術
に
通
じ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
主
上
は
兒
寛
に
詔
勅
を
下
し
、
「
博
士
た
ち
と
、
こ
れ
か
ら
は
い

つ
を
正
朔
と
し
、
服
色
は
何
を
尊
ぶ
か
を
協
議
せ
よ
」
と
命
じ
た
。
兒
寛
と
博
士
賜

等
が
協
議
し
た
結
果
、
見
解
が
一
致
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
帝
王
は
必
ず
暦

を
改
め
、
服
色
を
変
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
天
か
ら
受
命
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
創
業
の
際
に
は
制
度
を
改
め
、
同
じ
制
度
を
使
い
ま
せ
ん
。
制
度
の
変
遷

を
推
し
は
か
り
、
順
序
づ
け
て
み
る
と
、
現
在
の
漢
朝
は
夏
朝
の
時
に
当
た
る
よ
う

で
す
…
…(

中
略)

…
…
私
ど
も
め
が
存
じ
上
げ
ま
す
に
、
三
統
の
制
は
、
後
の
聖
王

が
以
前
の
聖
王
の
制
度
を
復
活
さ
せ
る
場
合
、
直
前
の
二
代
を
前
に
並
べ
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
今
、
二
代
の
制
度
は
絶
え
て
し
ま
い
、
こ
れ
ら
を
秩
序
づ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
聖
徳
を
発
揮
な
さ
り
、
天
地
・
四
時
を

突
き
詰
め
て
、
陰
陽
に
則
る
こ
と
で
、
大
い
に
正
明
な
る
制
度
を
定
め
、
万
世
の
決

ま
り
と
な
さ
っ
て
下
さ
い
ま
せ
」
…
…(

中
略)

…
…
そ
こ
で
主
上
は
公
孫
卿
・
壷
遂
・

司
馬
遷
等
に
詔
勅
を
下
し
、
侍
郎
の
尊
・
大
典
星
の
射
姓
等
と
論
議
し
て
、
漢
朝
独

自
の
暦
を
定
め
さ
せ
た
。 

 

こ
の
記
事
に
拠
れ
ば
、
何
ら
か
の
瑞
祥
に
よ
っ
て
徳
運
の
変
遷
を
察
知
し
て
制
度
改
革
を

行
っ
た
の
で
は
な
く
、
暦
の
乱
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
改
暦
を
行
い
、
そ
れ
に
伴
っ
て
服

の
色
や
数
字
に
関
す
る
制
度
を
一
変
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

服
色
や
数
に
於
い
て
は
、
黄
色
を
尊
び
、
五
を
用
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
土

徳
に
基
づ
く
制
度
変
革
で
あ
る
。
一
方
で
、
一
月
を
歳
首
と
す
る
の
は
、
五
行
の
土
に
対

応
し
た
措
置
で
は
な
く
、
「
三
統
」
を
論
拠
と
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

詳
論
す
る
。 

 

太
初
改
暦
と
三
統
に
つ
い
て 

 

『
史
記
』
巻
二
十
六 

暦
書
に
よ
れ
ば
、
夏
・
殷
・
周
は
そ
れ
ぞ
れ
歳
首
を
異
に
し
た

と
い
う
。 

 

夏
正
以
正
月
、
殷
正
以
十
二
月
、
周
正
以
十
一
月
。
盖
三
王
之
正
、
若

循
環
、
窮
則
反
本
。
天
下
有
道
、
則
不
失
紀
序
。
無
道
、
則
正
朔
不
行

於
諸
侯
。 

夏
の
正
月
は
正
月
を
用
い
、
殷
の
正
月
は
十
二
月
を
用
い
、
周
の
正
月
は
十
一
月
を

用
い
る
。
そ
も
そ
も
三
王
の
正
月
は
回
転
す
る
環
の
よ
う
で
あ
り
、
行
き
着
け
ば
元

に
戻
っ
て
来
る
。
天
下
に
道
が
あ
れ
ば
そ
の
秩
序
は
失
わ
れ
な
い
が
、
道
が
無
け
れ

ば
正
朔
が
諸
侯
の
間
で
行
わ
れ
な
く
な
る
。 

  

ま
た
、
本
紀
八 

高
祖
本
紀
の
「
太
史
公
曰
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
も
言
う
。 

 

夏
之
政
忠
。
忠
之
敝
、
小
人
以
野
。
故
殷
人
承
之
以
敬
。
敬
之
敝
、
小

人
以
鬼
。
故
周
人
承
之
以
文
。
文
之
敝
、
小
人
以
僿
、
故
救
僿
莫
若
以

忠
。
三
王
之
道
、
若
循
環
、
終
而
復
始
。
周
秦
之
間
、
可
謂
文
敝
矣
。

秦
政
不
改
、
反
酷
刑
法
、
豈
不
繆
乎
。
故
漢
興
、
承
敝
易
變
、
使
人
不

倦
、
得
天
統
矣
。 

夏
の
政
は
忠
を
用
い
た
。
忠
が
行
き
過
ぎ
た
弊
害
と
し
て
、
小
人
が
野
粗
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
殷
人
は
、
夏
を
継
い
で
政
を
行
う
際
に
、
敬
を
用
い
た
。
敬
が
行
き
過
ぎ
た

弊
害
と
し
て
、
小
人
が
鬼
神
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
周
人
は
、
殷
を
継

い
で
政
を
行
う
際
に
、
文
を
用
い
た
。
文
が
行
き
過
ぎ
た
弊
害
と
し
て
、
小
人
が
ま
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ご
こ
ろ
を
失
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ご
こ
ろ
の
薄
さ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
忠
が
最

も
良
い
。
三
王
の
道
は
、
回
転
す
る
環
の
よ
う
で
あ
り
、
行
き
着
け
ば
ま
た
始
ま
り

に
戻
っ
て
来
る
。
周
・
秦
の
時
代
は
文
が
疲
弊
し
た
時
期
と
謂
う
こ
と
が
で
き
る
。

秦
政
は
、
周
の
政
治
を
改
め
ず
、
む
し
ろ
刑
罰
・
法
律
を
過
酷
に
し
た
。
何
と
誤
り

で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
で
、
漢
が
興
隆
し
て
、
そ
の
疲
弊
を
受
け
継
い
で
状
況
を

変
え
、
人
々
を
休
め
、
天
統
を
得
た
の
だ
。 

 

こ
の
記
述
に
よ
り
、
司
馬
遷
が
、「
夏
（
忠
）
―
→
殷
（
敬
）
―
→
周
（
文
）
―
→
漢
（
忠
）」

と
い
う
三
者
循
環
の
歴
史
観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
秦
朝
は
本
来
は

周
朝
の
「
文
」
を
承
け
て
、
夏
朝
の
よ
う
な
「
忠
」
の
政
を
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、

む
し
ろ
周
朝
の
「
文
」
を
よ
り
甚
だ
し
く
し
た
た
め
に
、
短
命
に
終
わ
っ
た
と
い
う
。 

 

そ
し
て
、
正
朔
に
つ
い
て
も
同
様
の
モ
デ
ル
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
太
初
改
暦
の
際
に
、

司
馬
遷
等
は
夏
正
と
同
じ
く
一
月
を
歳
首
に
定
め
た
。
こ
れ
も
、
「
夏
（
一
月
が
歳
首
）

―
→
殷
（
十
二
月
）
―
→
周
（
十
一
月
）
―
→
漢
（
一
月
）
」
と
い
う
三
者
循
環
モ
デ
ル

で
あ
り
、
こ
の
中
に
秦
朝
は
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
忠
・
敬
・
文
の
モ
デ
ル
と
同
じ

と
考
え
れ
ば
、
秦
は
歳
首
を
十
一
月
か
ら
一
月
に
戻
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
む
し
ろ
十

一
月
か
ら
更
に
早
め
て
十
月
に
し
た
た
め
に
、
こ
の
モ
デ
ル
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
秦
が
正
統
な
王
者
と
し
て
の
位
置
を
得
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。 

 

こ
こ
で
の
問
題
は
、
五
徳
終
始
に
於
い
て
は
、
秦
を
水
徳
の
王
朝
と
認
め
た
上
で
漢
を

土
徳
と
し
て
、
黄
色
を
尊
び
数
字
の
五
を
用
い
て
い
る
一
方
で
、
三
統
に
つ
い
て
は
秦
を

カ
ウ
ン
ト
せ
ず
、
漢
暦
の
歳
首
を
一
月
に
定
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

顧
頡
剛
氏
が
言
う
よ
う
に
、
三
統
説
は
寅
正
を
用
い
る
た
め
の
方
便
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い(

12)

。
少
な
く
と
も
、
歳
首
の
設
定
と
五
徳
終
始

説
と
の
整
合
性
は
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う(

13)

。 

 -------------------- 

秦
に
代
わ
っ
た
漢
が
何
の
徳
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
議
論
を
経
て
、
太

初
の
改
制
に
於
い
て
土
徳
に
決
着
し
、
色
・
数
は
そ
れ
ぞ
れ
黄
・
五
を
尊
ぶ
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、「
黄
帝
（
土
）
―
→
夏
（
木
）
―
→
殷
（
金
）
―
→
周
（
火
）
―
→
秦
（
水
）

―
→
漢
（
土
）
」
と
い
う
五
行
相
勝
の
王
朝
交
代
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
お
り
、
鄒
衍
の
五

徳
終
始
説
を
そ
の
ま
ま
敷
衍
し
て
い
る
。 

一
方
で
、
高
祖
に
つ
い
て
「
赤
帝
子
」
と
い
う
逸
話
が
生
ま
れ
た
り
、
三
統
説
を
利
用

し
て
歳
首
が
定
め
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
五
徳
終
始
と
異
な
る
考
え
方
も
並
行
し
て
い
た
。

五
徳
終
始
は
、
あ
く
ま
で
も
王
朝
交
代
史
上
に
於
け
る
各
王
者
の
位
置
付
け
と
、
そ
れ
ぞ

れ
に
属
す
る
瑞
祥
の
分
類
、
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
服
色
や
度
数
で
あ
り
、
高
祖
の
「
赤
帝

子
」
逸
話
や
一
月
歳
首
と
の
整
合
性
は
、
特
に
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
も

そ
も
、
高
祖
が
南
方
の
出
身
で
赤
を
尊
ん
で
西
方
の
秦
を
倒
し
た
こ
と
と
、
漢
朝
の
徳
運

が
土
で
あ
る
こ
と
と
は
、
矛
盾
し
な
い
。 

 

興
味
深
い
の
は
、
儒
者
と
し
て
名
高
い
賈
誼
が
、
土
徳
改
制
を
構
想
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
武
帝
に
よ
っ
て
改
制
の
検
討
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
「
明
経
術
」
の

兒
寛
で
あ
り
、
改
暦
の
作
業
を
担
っ
た
壷
遂
・
司
馬
遷
も
、
ま
た
経
学
に
関
係
の
あ
る
人

物
で
あ
っ
た(

14)

。
こ
う
し
た
人
々
の
間
で
土
徳
説
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、

控
え
め
に
言
っ
て
も
、
五
徳
終
始
説
が
儒
学
に
矛
盾
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

五
行
と
い
う
概
念
は
、
文
帝
・
武
帝
期
に
は
儒
者
た
ち
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 


